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ルがパーソナルな通信手段として普及

しました。現在では電子メールはPC以

上に携帯電話で利用されており、はば

ひろい世代に広く普及しています。

近年、インターネットの用途は非常に

多岐にわたるようになってきました。イ

ンターネット上での電話も可能になりま

したし、ネット上にさまざまなコミュニテ

ィーも出現しています。

このようにさまざまな通信手段が登

場してきたことで、便利にはなってきた

のですが、反面、煩雑さを感じること

も増えてきました。

その大きな要因の一つとしてIDや情

報管理が端末、サービスごとに個別に

行われているところにあるのではない

でしょうか。端末やサービスから個別

のIDや情報管理を切り離すことが求

められているのです。NGNは、こうした

状況を解決することができるプラットフ

ォームです。

統合サービス構築の3つのキー
NGNは、セキュリティや通信品質が

しっかりと保証された、オープンなネッ

トワークを目指しています。

サービスごとに垂直型で分かれてい

た従来のネットワークや端末が、水平

に統合され、どんな端末からでも同様

のサービスが利用できるような環境が

実現できます。

これによりコミュニケーションの手段

は非常に多様なものになると考えられ

ます。しかし、通信の相手はあくまでも

個人です。端末・サービスが多彩にな

ればなるほど、より個人の存在を強く

意識したサービスが求められることに

なると思います。現実化すれば、グル

ープ内のコミュニケーションを時間や場

所を意識をすることなく、より円滑にす

ることが期待できるわけです。

こうしたニーズを満たすものものとし

て我々が考えているのが、ネットワーク

や端末に依存しない「統合サービス」

です。

このサービスを実現していく上で重

要なのが、①複数の端末で1つの電話

番号を共有できるワン・ナンバー、②利

用する端末すべてで情報設定を共有

可能、③リアルタイムに利用状況などが

わかるプレゼンスなどの機能です。

個別に見ていきましょう。

①のワン・ナンバーを実現するために

は2つの重要なファクターが存在しま

す。1つが利用端末の同時リンギング、

すなわち固定電話と携帯電話、さらに

はPCでも同時に呼び出し音が鳴るよ

うにすることです。もう1つがどの端末

から発信しても同じ番号が表示される

発IDの一本化です。

さらに、これは必ずしも同じ番号と

いうわけではないのですが、会社の携

帯電話や固定電話からの転送設定な

ど、柔軟なコールルーティングを確保す

ることも重要なファクターといえます。

最近、Wi-Fiと携帯電話のデュアル

モード端末を使ってIP電話と携帯電

話双方が利用できるワンフォンと呼ばれ

るサービスが登場したことによって、ワ

ン・ナンバーのニーズはさらに高くなり

ました。

次に②の情報共有では、ネットワー

ク上でアドレス帳を共有したり、更新で

きる機能が重要だと思います。

オープンなサービス環境においては

こうしたIDや連絡先などの情報を管理

する事業者が非常に重要な役割を果

たすことになると考えられるからです。

③番目のプレゼンスには、その個人

のリアルタイムのさまざまな情報が含ま

れており、例えばどのような端末が利

用できるのか、その機能はどういう種

類のコミュニケーションができるのか、

「応答したい」「したくない」という意見

に関する情報、さらにはロケーションな

どもそうです。

オープンな環境では、これらの情報

はさまざまなアプリケーションや接続さ

れる他のネットワークに共用されること

も想定されます。その意味でプレゼン

ス情報の管理もまた、オープンな次世

代ネットワークでのサービス構築の重

要なキーとなることでしょう。

これらによって、端末ではなく個人に

対して通信するというサービスが実現

されていくと考えられます。

私どもコンバースは、エンドユーザー

のニーズに合い、事業者の収益に寄与

できる広範囲な統合サービスソリュー

ションを提供いたします。

CSCF、HSS、SBCなどのIMSコア

製品から、各種アプリケーションサーバ

の他、オープンに様々なアプリケーショ

ンやネットワークと接続できるメディアプ

ラットフォームも提供しております。統合

サービスをご計画される際には、是非

当社のソリューションをご検討ください。
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ンを活用するには、ライフスタイルのニ

ーズという視点から統合サービスを考

えてみる必要があります。

20年前の通信環境を振り返ってみる

と、ほとんどの家庭では通信端末は固

定電話が1個だけという状況でありまし

た。すなわち当時は、電話番号は家庭

の唯一の通信用IDだったのです。

この状況が大きく変わったのが10年

程前に、携帯電話とインターネットが急

速に普及したことにはじまりました。

特に、携帯電話は家族より個人とい

う、ライフスタイルの変化とマッチして

大きく普及してきたといえるでしょう。

電話番号というIDが個人に振られ、電

話をかければ個人につながるというの

は、まさに大きな変革でした。

インターネットでは、とりわけ電子メー

一の発IDでの発信、テレビ画面での

着信の確認や転送設定といった、さま

ざまな統合サービスが実現できる仕組

みなのです。

MyCall統合IPソリューションは、欧

州を中心に70以上の事業者に商用導

入されており、500万以上のユーザー

に利用されている、導入・運用実績の

豊富なソリューションとして評価されて

います。

「統合IPセントレックス」も、豊富な

商用実績を持ち、携帯および固定の

双方のネットワークに豊富なビジネステ

レフォニー機能を提供できるIPセント

レックス・プラットフォームです。柔軟な

プロビジョニングツールによってIPセン

トレックスサービスのリセールを可能に

しました。通信事業者によるSOHO向

けサービスパッケージ作成、リセラー、

企業やユーザの階層毎にプロビジョニ

ング用のGUIや音声ポータルの機能を

備えているのが特徴です。

個別化する通信サービス
さて、このような統合IPソリューショ

70の事業者が導入
当社の統合IPソリューションは大きく

2つのラインナップで構成されており、

1つはコンシューマー向けの「MyCallソ

リューション」、もう1つがビジネス向け

の「統合IPセントレックス」です。

前者の「MyCall」は、テレフォニーア

プリケーションサーバーとメッセージング

アプリケーションサーバーを中心に、ネ

ットワークアドレス帳、プレゼンスサーバ

ーなどの構成に、IPTVやVODのソリ

ューションも用意しております。さらに

FMCサービスに必要となるVCC

（Voice Call Continuity）サーバーを提

供することで、携帯からでもIPネットワ

ークからでも接続可能な統合サービス

が実現できます。

端末側のラインナップとしてはPC上

で稼働するPCコミュニケーター、デュア

ル端末で利用できるモバイルコミュニケ

ーターというクライアントソフトも提供し

ております。

これらを活用することでPCと携帯の

同時リンギングや、異なる端末から同
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NGN時代のライフスタイルを提供する
MyCall統合IPソリューション

日本コンバース

メッセージングやビリングなどのキャリア向けソリューションで実績を持つコンバースが、今特に力を入れている事業分野が
統合IPソリューションだ。NGN時代の新たなサービスの実現手段となり得るこのソリューションの概要を、11月に開催された
コンバースビジョンセミナー2007 JAPANでの、統合IPコミュニケーション プロダクト・エキスパートの鎌田昌保氏の講演か
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